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市
民
の
皆
さ
ん
が
、
生
涯
を
通
じ
て
健
康

で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
に
合
わ
せ
て
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
感
染
症
な
ど
に
対
し
て
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
疾
病
予
防
体
制
の
整
備
を
図

る
と
と
も
に
、
食
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
監
視
指
導
体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

②
学
び
と
交
流
を
深
め
、
豊
か
な
心
と
文
化

を
は
ぐ
く
む
ま
ち-

教
育
・
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ-

生
活
水
準
の
向
上
と
と
も
に
、
人
々
は
暮

ら
し
の
中
で
の
生
き
が
い
や
楽
し
み
、
自
己

実
現
な
ど
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
応
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
生
涯

を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
関
心
と
必
要
に
応
じ

て
学
習
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
将
来
を
担
う
児
童
・
生
徒
が
豊
か

な
人
間
性
と
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け
、

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
教
育
の
内
容
や
方
法
を
く
ふ
う
し
、

学
校
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
、
豊
か
な
歴
史
的

文
化
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
文
化
財
の

保
護
・
活
用
と
共
に
、
伝
統
的
技
術
の
保

存
・
継
承
に
も
努
め
ま
す
。

国
際
化
の
進
展
に
伴
い
、
本
市
に
は
四
千

人
以
上
の
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
が
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
こ
の
外
国
籍
市
民
の
皆
さ
ん
を

含
め
、
す
べ
て
の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
文
化

や
価
値
観
を
尊
重
し
、
共
に
生
き
る
地
域
社

会
を
築
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越
■

基本構想の理念

将来都市像

ひと、まち、未来、みんなでつくる　いきいき川越ひと、まち、未来、みんなでつくる　いきいき川越

全体に共通する基本目標と方向性
協働によるまちづくりと健全で効率的な行財政運営の推進

分野別の基本目標と方向性
①ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち　－保健・医療・福祉－
②学びと交流を深め、豊かな心と文化をはぐくむまち　－教育・文化・スポーツ－
③人と環境にやさしい、快適な基盤を備えた魅力あるまち　－都市基盤・生活基盤－
④にぎわいに満ち、活力ある産業を育てるまち　－産業・観光－
⑤人と自然がともに生きる、地球環境にやさしいまち　－環境－
⑥人と人とのつながりを感じ、安全で安心して暮らせるまち　－地域社会と市民生活－

第三次川越市総合計画（基本構想）の構成

●市民と行政の協働によるまちづくり
　　市民・民間団体・事業者・行政が、互いに認め合い、ともに知恵と力を出し合い、み
　んなでまちをつくります。
●ふれあい、支え合いの安全・安心なまちづくり
　　一人ひとりの人権を尊重するとともに、コミュニティの大切さに改めて目を向け、地
　域で助け合い、支え合うことにより、人と人とのふれあいやかかわりを感じながら、安
　心して平和に暮らせるまちをつくります。
●歴史・文化を生かしたまちづくり
　　先人から受け継いだ歴史と文化を生かし、新たな価値を創造するまちをつくります。 
●人と環境にやさしいまちづくり
　　水と緑が豊かで、持続可能な社会を築く、人と環境にやさしいまちをつくります。
●活力に満ちた魅力あふれるまちづくり
　　経済活動が盛んで人が集う、多くの人が「何度も川越を訪れたい」「川越に住み続
　けたい」と思うような、活力に満ちた魅力あふれるまちをつくります。      　

ひと、まち、未来、みんなでつくる　いきいき川越

川
越
市
民
憲
章

市
民
意
識
の
現
状

本
市
を
取
り
巻
く
社
会
環
境

「
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
」

「
潤
い
の
あ
る
ま
ち
」
に

な
っ
て
ほ
し
い
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心
身
と
も
豊
か
で
健
康
な
生
活
を
送
る
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

③
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
、
快
適
な
基
盤
を

備
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち

-

都
市
基
盤
・

生
活
基
盤-

本
市
は
都
心
か
ら
三
十
キ
ロ
圏
域
に
位
置

し
な
が
ら
も
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
い

る
、埼
玉
県
南
西
部
地
域
の
拠
点
都
市
で
す
。

都
市
基
盤
・
生
活
基
盤
の
形
成
に
あ
た
っ
て

は
、こ
の
恵
ま
れ
た
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、

市
内
の
各
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

都
市
の
魅
力
を
創
出
す
る
た
め
に
、
川

越
・
本
川
越
・
川
越
市
の
三
駅
と
そ
の
周
辺

地
域
の
整
備
を
進
め
、
活
気
あ
る
中
心
市
街

地
の
形
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
都

市
と
し
て
の
機
能
を
高
め
、
産
業
活
動
を
支

え
る
た
め
、
幹
線
道
路
な
ど
の
整
備
を
し
て

い
き
、
良
好
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
図
り
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
都
市
基
盤
を
形
成
す
る
た

め
、
河
川
改
修
や
雨
水
対
策
の
強
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
上
下
水
道
の
計
画
的
な
施

設
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
市
民

生
活
に
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
る
公
園

は
、
水
や
緑
な
ど
の
自
然
環
境
と
調
和
し
た

活
用
と
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

④
に
ぎ
わ
い
に
満
ち
、
活
力
あ
る
産
業
を
育

て
る
ま
ち-

産
業
・
観
光-

本
市
は
、
農
業
・
商
業
・
工
業
の
出
荷
額

や
販
売
額
な
ど
で
県
内
の
上
位
に
あ
り
、
産

業
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
特
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
経
済
環

境
の
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
地
域
振

興
を
図
る
た
め
の
施
設
の
整
備
や
産
業
を
支

え
育
て
る
、
人
づ
く
り
と
新
た
な
産
業
の
育

成
に
努
め
ま
す
。

農
業
は
、
優
良
農
地
な
ど
の
保
全
や
、
農

産
物
の
川
越
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
に
よ
り
、
安

定
し
た
経
営
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。商
業
は
、

商
店
街
と
大
型
商
業
施
設
と
の
共
存
共
栄
を

図
り
、
広
域
的
な
商
業
圏
の
中
核
と
な
る
本

市
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
ま
す
。
工
業
は
、

既
存
工
業
の
強
化
と
共
に
企
業
誘
致
に
よ

り
、
さ
ら
な
る
振
興
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

本
市
の
魅
力
の
一
つ
に
、
多
数
存
在
す
る

観
光
資
源
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
観
光
は
、
多

様
な
業
種
が
か
か
わ
る
産
業
で
、
地
域
の
活

性
化
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
今
後
は
、
一
千
万

人
の
観
光
客
が
訪
れ
る
観
光
都
市
を
目
指

し
、
産
業
と
連
携
し
た
産
業
観
光
や
広
域
観

光
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑤
人
と
自
然
が
と
も
に
生
き
る
、
地
球
環
境

に
や
さ
し
い
ま
ち-

環
境-

環
境
問
題
に
は
、
ご
み
処
理
の
よ
う
な
身

近
な
問
題
か
ら
地
球
温
暖
化
や
オ
ゾ
ン
層
の

破
壊
の
よ
う
な
地
球
規
模
の
問
題
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。
環
境
行
政
に
お

い
て
も
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策

を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

導
入
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
を
さ
ら
に
促
進
し
、
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
都
市
に
潤
い
を
与
え
る
水
辺
環
境

の
保
全
・
活
用
と
緑
化
推
進
を
図
り
、
自
然

と
人
が
共
生
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。

⑥
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
感
じ
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

-

地
域
社
会

と
市
民
生
活-

差
別
や
偏
見
が
な
く
、互
い
に
認
め
合
い
、

人
権
を
尊
重
し
、
だ
れ
も
が
社
会
参
加
で
き

る
平
和
で
思
い
や
り
の
あ
る
地
域
社
会
を
築

く
こ
と
が
目
標
で
す
。

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
や
犯
罪
の
防
止

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
に

わ
た
る
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
を
確
保
し

て
い
き
ま
す
。

将
来
人
口

基
本
構
想
の
目
標
年
次
で
あ
る
平
成
二
十

七
年
の
将
来
人
口
を
、
約
三
十
四
万
人
と
想

定
し
ま
し
た
。

な
お
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
人
口
構
成
も

変
化
し
ま
す
。
年
少
人
口
は
同
十
七
年
の

13
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
十
年
後
に
は
12
・

４
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
生
産
年
齢
人
口
は
同
十

七
年
の
69
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
十
年
後
に

は
、
62
・
１
パ
ー
セ
ン
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
減
少

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
老
年
人
口
は
団
塊
の
世
代
が
今
後

■
ひ
と
、
ま
ち
、
未
来
、
み
ん
な
で
つ
く
る
　
い
き
い
き
川
越
■

国勢調査 推計人口
平成７年
（1995年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

総人口 323,353 335,647 339,856 340,268

年
齢
別
人
口
構
成

年少人口
（０～14歳）

49,837

生産年齢人口
（15～64歳）

老年人口
（65歳以上）

（15.4％）
45,604
（13.6％）

44,186
（13.0％）

42,229
（12.4％）

241,110
（74.6％）

234,433
（69.8％）

224,063
（65.9％）

211,208
（62.1％）

32,406
（10.0％）

55,610
（16.6％）

71,607
（21.1％）

86,831
（25.5％）

人口の推移
（単位＝人）

250,000

300,000

350,000

325,000

275,000

（人）

昭和55年 60年 平成２年 ７年 12年 17年 22年 27年

計画期間
平成18年度
～同27年度

259,314

285,437

304,854

323,353

330,766
335,647

339,856

340,268

（1980） （1985） （1990） （1995） （2000） （2005） （2010） （2015）

＊昭和55年～平成12年は国勢調査の結果、平成17年以降は推計人口です。


